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【年通号数】公開・登録公報2010-042
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月29日(2010.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｄ４デサチュラーゼが、配列番号２６に対して、少なくとも９７％の同一性を有する、
Ｄ４デサチュラーゼを含む組成物。
【請求項２】
　配列番号２６から離脱するいかなる変化も保存的変化である、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のＤ４デサチュラーゼをコードしている核酸を含む組成物。
【請求項４】
　ベクターを更に含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む、細胞を含む組成物。
【請求項６】
　前記細胞が、Thraustochytrid、酵母又は大腸菌である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、前記Ｄ４デサチュラーゼの非存在下における組成物よりも多くの多価不
飽和脂肪酸を生成する、請求項５又は６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記脂肪酸がＥＰＡ又はＤＨＡである、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記デサチュラーゼが少なくとも１つのヒスチジンボックスを含む、請求項１～８のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
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　前記ヒスチジンボックスが配列ＨＸＸＨＨ（式中、Ｘは任意のアミノ酸である）を含む
、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ヒスチジンボックスが配列ＱＸＸＨＨを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１２】
　前記デサチュラーゼがまたシトクロムｂ５ドメインを含む、請求項１～１１のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記シトクロムｂ５ドメインがＮ－末端に存在する、請求項１～１２のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１４】
　Ｄ５エロンガーゼが、配列番号１５に対して、少なくとも９６％の同一性を有する、Ｄ
５エロンガーゼを含む組成物。
【請求項１５】
　配列番号１５から離脱するいかなる変化も保存的変化である、請求項１４に記載の組成
物。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５に記載の前記Ｄ５エロンガーゼをコードしている核酸を含む組成物
。
【請求項１７】
　ベクターを更に含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　請求項１４～１７のいずれか一項に記載の組成物を含む、細胞を含む組成物。
【請求項１９】
　前記細胞が、Thraustochytrid、酵母又は大腸菌である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が、Ｄ５エロンガーゼの非存在下における組成物よりも多くの多価不飽和脂
肪酸を産生する、請求項１８又は１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記多価不飽和脂肪酸がＡＲＡ、ＤＰＡ、ＥＰＡ又はＤＨＡである、請求項２０に記載
の組成物。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の組成物のうち１つ又はそれ以上を含む、多価不
飽和脂肪酸を生成するための組成物。
【請求項２３】
　前記生成される脂肪酸がＡＲＡ、ＥＰＡ又はＤＨＡである、請求項２２に記載の組成物
。
【請求項２４】
　前記細胞が、植物細胞または非ヒト動物細胞である、請求項５または１８のいずれかに
記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
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　Ｄ４デサチュラーゼが、配列番号２６に対して、少なくとも７０％、８０％、８９％、
９０％、９５％、９６％、９７％又はそれを超える同一性を有する、Ｄ４デサチュラーゼ
を含む組成物。
（項目２）
　配列番号２６から離脱するいかなる変化も保存的変化である、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　項目１又は２に記載のＤ４デサチュラーゼをコードしている核酸を含む組成物。
（項目４）
　ベクターを更に含む、項目３に記載の組成物。
（項目５）
　項目１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む、細胞を含む組成物。
（項目６）
　前記細胞が、真核生物、原核生物、Thraustochytrid、酵母又は大腸菌である、項目
５に記載の組成物。
（項目７）
　項目１～６のいずれか一項に記載の組成物を含む、非ヒト動物を含む組成物。
（項目８）
　前記組成物が、前記Ｄ４デサチュラーゼの非存在下における組成物よりも多くの多価不
飽和脂肪酸を生成する、項目５～７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目９）
　前記脂肪酸がＥＰＡ又はＤＨＡである、項目８に記載の組成物。
（項目１０）
　前記デサチュラーゼが少なくとも１つのヒスチジンボックスを含む、項目１～９のいず
れか一項に記載の組成物。
（項目１１）
　前記デサチュラーゼが少なくとも２つのヒスチジンボックスを含む、項目１～１０のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１２）
　前記デサチュラーゼが少なくとも３つのヒスチジンボックスを含む、項目１～１１のい
ずれか一項に記載の組成物。
（項目１３）
　前記ヒスチジンボックスが配列ＨＸＸＨＨ（式中、Ｘは任意のアミノ酸である）を含む
、項目１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１４）
　前記ヒスチジンボックスが配列ＱＸＸＨＨを含む、項目１～１３のいずれか一項に記載
の組成物。
（項目１５）
　前記デサチュラーゼがまたシトクロムｂ５ドメインを含む、項目１～１４のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目１６）
　前記シトクロムｂ５ドメインが５’－末端に存在する、項目１～１５のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目１７）
　前記デサチュラーゼがデサチュラーゼ基質の存在下にある、項目１～１６のいずれか一
項に記載の組成物。
（項目１８）
　前記基質が、少なくとも１００μＭ、２００μＭ、３００μＭ、４００μＭ、５００μ
Ｍ、６００μＭ、７００μＭ、８００μＭ、９００μＭ又は１０００μＭの濃度を有する
、項目１～１７のいずれか一項に記載の組成物。
（項目１９）
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　前記基質が、ドコサペンタエン酸（２２：５　ｎ－３）、ドコサテトラエン酸（２２：
４　ｎ－６）、又はジホモ－γ－リノレン酸（２０：３　ｎ－６）である、項目１～１８
のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２０）
　前記デサチュラーゼが、利用可能な基質の少なくとも０．１％、０．５％、１％、５％
、１０％、３０％、５０％、７０％、９０％、９５％を変換する、項目１～１９のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目２１）
　前記デサチュラーゼが表１に示す量の基質を変換する、項目１～２０のいずれか一項に
記載の組成物。
（項目２２）
　前記組成物が単離されている、項目１～２１のいずれか一項に記載の組成物。
（項目２３）
　Ｄ５エロンガーゼが、配列番号１５に対して、少なくとも７０％、８０％、８９％、９
０％、９５％、９６％、９７％又はそれを超える同一性を有する、Ｄ５エロンガーゼを含
む組成物。
（項目２４）
　配列番号１５から離脱するいかなる変化も保存的変化である、項目２３に記載の組成物
。
（項目２５）
　項目２３又は２４に記載の前記Ｄ５エロンガーゼをコードしている核酸を含む組成物。
（項目２６）
　ベクターを更に含む、項目２５に記載の組成物。
（項目２７）
　項目２３～２６のいずれか一項に記載の組成物を含む、細胞を含む組成物。
（項目２８）
　前記細胞が、真核生物、原核生物、Thraustochytrid、酵母又は大腸菌である、項目
２７に記載の組成物。
（項目２９）
　項目２３～２８のいずれか一項に記載の組成物を含む、非ヒト動物を含む組成物。
（項目３０）
　前記組成物が、Ｄ５エロンガーゼの非存在下における組成物よりも多くの多価不飽和脂
肪酸を産生する、項目２７～２９のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３１）
　前記脂肪酸がＥＰＡ又はＤＨＡである、項目３０に記載の組成物。
（項目３２）
　前記エロンガーゼがエロンガーゼ基質の存在下にある、項目２３～３１のいずれか一項
に記載の組成物。
（項目３３）
　前記基質が、少なくとも１００μＭ、２００μＭ、３００μＭ、４００μＭ、５００μ
Ｍ、６００μＭ、７００μＭ、８００μＭ、９００μＭ又は１０００μＭの濃度を有する
、項目２３～３２のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３４）
　前記基質が、エイコサペンタエン酸（２０：５　ｎ－３）又はアラキドン酸（２０：４
　ｎ－６）である、項目２３～３３のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３５）
　前記エロンガーゼが、利用可能な基質の少なくとも０．１％、０．５％、１％、５％、
１０％、３０％、５０％、７０％、９０％、９５％を変換する、項目２３～３４のいずれ
か一項に記載の組成物。
（項目３６）
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　前記組成物が単離されている、項目２３～３５のいずれか一項に記載の組成物。
（項目３７）
　項目１～２２のいずれか一項に記載の組成物を含み、項目２４～３６のいずれか一項に
記載の組成物を含む組成物。
（項目３８）
　項目１～３７のいずれか一項に記載の組成物のうち１つ又はそれ以上を用いることを含
む、多価不飽和脂肪酸を生成する方法。
（項目３９）
　前記生成される脂肪酸がＥＰＡ又はＤＨＡである、項目３８に記載の方法。
（項目４０）
　項目１～３７のいずれか一項に記載の組成物を単離することを含む、項目１～３７のい
ずれか一項に記載の組成物を生成する方法。
　本化合物、組成物、物品、装置及び／又は方法を開示並びに説明する前に、それらは、
特に定めのない限り特定の合成方法又は特定の組み換えバイオテクノロジー法に、又は特
に定めのない限り特定の試薬に限定されるものではなく、したがって、無論それ自体変化
してよいことを理解されたい。また、本明細書で用いる用語は、具体的な実施例を説明す
る目的のためだけのものであり、限定することを意図するものではないことも理解された
い。
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